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1.  平成26年6月期第1四半期の連結業績（平成25年7月1日～平成25年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年6月期第1四半期 1,202 △4.6 △70 ― △93 ― △117 ―
25年6月期第1四半期 1,260 6.6 △12 ― △25 ― △25 ―

（注）包括利益 26年6月期第1四半期 △117百万円 （―％） 25年6月期第1四半期 △25百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年6月期第1四半期 △140.12 ―
25年6月期第1四半期 △34.70 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年6月期第1四半期 2,324 △8 △0.4
25年6月期 2,069 △498 △24.1
（参考） 自己資本   26年6月期第1四半期  △8百万円 25年6月期  △498百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年6月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
26年6月期 ―
26年6月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

3. 平成26年 6月期の連結業績予想（平成25年 7月 1日～平成26年 6月30日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,656 △2.9 0 △98.2 △16 ― △18 ― △24.58
通期 5,554 11.2 90 ― 57 ― 53 ― 71.39



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期
財務諸表の監査手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３
ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年6月期1Q 2,248,000 株 25年6月期 791,000 株
② 期末自己株式数 26年6月期1Q 48,642 株 25年6月期 48,642 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年6月期1Q 837,380 株 25年6月期1Q 742,437 株
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平成26年６月期第１四半期(平成25年７月１日～平成25年９月30日)における連結売上高は、オリジナ

ル商品比率向上の施策としてパーソナル加湿器、トラベルグッズのラインアップを増加させたことによ

り、オリジナル商品売上高が増加いたしましたが、前期に閉鎖した店舗等による売上減少の影響を受

け、1,202百万円(前年同期は1,260百万円)となりました。 

利益については、オリジナル商品・海外ブランド商品の売上比率が向上したことより売上総利益率が

前年同期比で1.1％改善された一方、ホームソーダマシン「SodaSparkle」の店頭プロモーション及びオ

ーガニックブランドへの広告投資を行ったことにより、営業損失は70百万円(前年同期は12百万円)、経

常損失は93百万円(前年同期は25百万円)となりました。また一部店舗閉店に伴う固定資産の減損が生じ

たことにより、四半期純損失は117百万円(前年同期は25百万円)となりました。 

セグメントの業績は以下のとおりであります。 

住関連ライフスタイル商品製造卸売事業においては、前述の通り、パーソナル加湿器新機種を複数投

入したことにより売上高714百万円(前年同期は708百万円)と前期を上回る結果となりましたが、７、８

月にホームソーダマシン「SodaSparkle」の積極的な店頭プロモーションを行ったことで費用が増加

し、営業利益は152百万円(前年同期は184百万円)となりました。 

住関連ライフスタイル商品小売事業においては、前期閉鎖店舗分の売上減少により売上高486百万円

(前年同期は551百万円)となりましたが、人員及び資材等の効率的な店舗運営に取り組んだことで売上

高に対する販売管理費比率が低減したことにより、営業利益は50百万円(前年同期は29百万円)となりま

した。 

その他においては、売上高は1百万円(前年同期は0百万円)となりました。 

以上の結果、売上高は1,202百万円(前年同期は1,260百万円)、営業損失は70百万円(前年同期は12百

万円)、経常損失は93百万円(前年同期は25百万円)、四半期純損失は117百万円(前年同期は25百万円)と

なりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
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当第１四半期連結会計期間末における総資産の残高は、2,324百万円(前連結会計年度末は2,069百万

円)となり、255百万円増加しました。 

流動資産は、1,966百万円(前連結会計年度末は1,710百万円)となり、255百万円増加しました。これ

は現金及び預金の減少(112百万円)等があったものの、受取手形及び売掛金(純額)の増加(87百万円)並

びに商品及び製品の増加(302百万円)等があったことによるものであります。 

固定資産は、358百万円(前連結会計年度末は359百万円)となり、0百万円減少しました。これは有形

固定資産の増加(2百万円)があったものの、無形固定資産の減少(1百万円)及び投資その他の資産の減少

(1百万円)等があったことによるものであります。 

流動負債は、2,194百万円(前連結会計年度末は2,276百万円)となり、81百万円減少しました。これは

支払手形及び買掛金の増加(58百万円)及び長期借入金の流動負債への振替による短期借入金の増加(280

百万円)等があったものの、１年内償還予定の転換社債型新株予約権付社債の減少(411百万円)等があっ

たことによるものであります。 

固定負債は、138百万円(前連結会計年度末は291百万円)となり、153百万円減少しました。これは長

期借入金の流動負債への振替による減少(152百万円)等があったことによるものであります。 

純資産は、△8百万円(前連結会計年度末は△498百万円)となり、490百万円増加しました。これは第

三者割当増資による資本金の増加(303百万円)及び資本剰余金の増加(303百万円)等があったことによる

ものであります。 

  

当社グループは、当第１四半期連結累計期間において、平成25年８月23日付で資本業務提携契約を締

結いたしました健康コーポレーション株式会社への第三者割当増資により607百万円純資産が増加した

ものの、四半期純損失117百万円を計上した結果、8百万円の債務超過となっております。 

当期の計画を着実に実行すれば当期中に債務超過が解消する見込ですが、業績回復をさらに確実なも

のとするため、下記の施策を行い、安定した収益の確保、コスト削減を図って参ります。 

・今後健康コーポレーション株式会社との事業連携を強化し、安定した売上と利益の向上を図ります。

・業務効率化・諸経費の削減等、安定的な収益に見合った組織体制・コスト構造への転換を進めて参り

ます。 

  

連結業績予想につきましては、平成25年８月23日の決算短信で公表いたしました第２四半期連結累計

期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。 

  

（２）財政状態に関する説明

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(会計上の見積りの変更) 

当社は健康コーポレーション株式会社の連結子会社となったことを契機に、同社の在庫管理方針を導

入し、当該方針に合わせて棚卸資産の収益性の低下の認識・測定方法について当第１四半期連結会計期

間より見直しを行いました。 

その結果、売上総利益が20百万円減少し、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失が20百

万円増加しております。 

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年６月30日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 313 201

受取手形及び売掛金（純額） 360 448

商品及び製品 745 1,047

原材料及び貯蔵品 0 －

その他 290 269

流動資産合計 1,710 1,966

固定資産   

有形固定資産 186 189

無形固定資産 17 16

投資その他の資産 154 153

固定資産合計 359 358

資産合計 2,069 2,324

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 338 396

短期借入金 1,203 1,484

未払法人税等 5 2

引当金 12 22

1年内償還予定の転換社債型新株予約権付社債 411 －

その他 305 289

流動負債合計 2,276 2,194

固定負債   

長期借入金 290 138

その他 0 0

固定負債合計 291 138

負債合計 2,568 2,333

純資産の部   

株主資本   

資本金 300 604

資本剰余金 238 542

利益剰余金 △975 △1,092

自己株式 △62 △62

株主資本合計 △498 △8

純資産合計 △498 △8

負債純資産合計 2,069 2,324
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年７月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年７月１日 
 至 平成25年９月30日) 

売上高 1,260 1,202

売上原価 632 588

売上総利益 627 613

返品調整引当金戻入額 6 5

返品調整引当金繰入額 6 7

差引売上総利益 627 611

販売費及び一般管理費 639 681

営業損失（△） △12 △70

営業外収益   

その他 0 0

営業外収益合計 0 0

営業外費用   

支払利息 8 9

為替差損 2 2

株式交付費 － 5

デリバティブ評価損 1 4

その他 1 1

営業外費用合計 13 23

経常損失（△） △25 △93

特別損失   

固定資産除却損 － 6

減損損失 － 17

特別損失合計 － 23

税金等調整前四半期純損失（△） △25 △116

法人税等 0 0

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △25 △117

四半期純損失（△） △25 △117
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年７月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年７月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △25 △117

その他の包括利益   

その他の包括利益合計 － －

四半期包括利益 △25 △117

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △25 △117

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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該当事項はありません。 

  

当社は、平成25年９月25日付で、健康コーポレーション株式会社から第三者割当増資の払込みを受け

ました。この結果、当第１四半期連結累計期間において資本金が303百万円、資本準備金が303百万円増

加し、当第１四半期連結会計期間末において資本金が604百万円、資本剰余金が542百万円となっており

ます。 

  

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年７月１日  至  平成24年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報 

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、オフィス・店舗空間のコンセプ

ト・デザインを企画する空間プロデュース事業等を含んでおります。 

２ セグメント利益の調整額△226百万円は、各報告セグメントに配分していない当社及び子会社の管理部門に

係る費用であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

報告セグメント
その他
(百万円) 
(注)１

調整額 
(百万円) 
(注)２

四半期連結損
益計算書計上

額 
(百万円) 
(注)３

住関連ライフ
スタイル商品
製造卸売事業 
(百万円)

住関連ライフ
スタイル商品
小売事業 
(百万円)

計
(百万円)

売上高

  外部顧客への売上高 708 551 1,260 0 ― 1,260

  セグメント間の内部売上高
  または振替高

― ― ― ― ― ―

計 708 551 1,260 0 ― 1,260

セグメント利益 184 29 214 ― △226 △12
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年７月１日  至  平成25年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報 

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、オフィス・店舗空間のコンセプ

ト・デザインを企画する空間プロデュース事業等を含んでおります。 

２ セグメント利益の調整額△273百万円は、各報告セグメントに配分していない当社及び子会社の管理部門に

係る費用であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報 

(固定資産に係る重要な減損損失) 

「住関連ライフスタイル商品小売事業」セグメントにおいて、17百万円の固定資産減損損失を計上し

ております。 

  

当社は、平成25年11月14日開催の取締役会において、当社と日本リレント化粧品株式会社（以下、

「日本リレント」という。）は、平成25年11月14日付合併契約に基づき、平成26年２月１日付で合併を

行うことを決議いたしました。  

  

１．被取得企業の名称及び事業の内容、企業結合を行った主な目的、合併の日程、企業結合の法的形式、

合併に伴う新株予約権及び新株予約件付社債に関する取扱い 

(1) 被取得企業の名称 

日本リレント化粧品株式会社 

(2) 事業の内容  

化粧品製造・販売事業 

報告セグメント
その他
(百万円) 
(注)１

調整額 
(百万円) 
(注)２

四半期連結損
益計算書計上

額 
(百万円) 
(注)３

住関連ライフ
スタイル商品
製造卸売事業 
(百万円)

住関連ライフ
スタイル商品
小売事業 
(百万円)

計
(百万円)

売上高

  外部顧客への売上高 714 486 1,201 1 ― 1,202

  セグメント間の内部売上高
  または振替高

― ― ― ― ― ―

計 714 486 1,201 1 ― 1,202

セグメント利益 152 50 203 ― △273 △70

（重要な後発事象）
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(3) 企業結合を行った主な目的 

当社のオーガニック化粧品事業は平成17年からイタリアの高品質なオーガニックハーブ等を生産す

る農家と提携し、イタリアの伝統的な植物配合レシピを当社開発者が日本人向けにカスタマイズして

イタリアの工場で製品化し、オーガニック化粧品の先駆けとしてお客様に好評を得ております。しか

しながら、その後、オーガニック化粧品事業を展開する中で、イタリアでの生産管理体制の見直しや

化粧品開発者の確保、日本国内での需要に基づき当社がイタリア工場にオーガニック化粧品を発注

し、イタリア工場で製品化し、日本に輸入することで生じる長期間の生産リードタイムの短縮による

在庫圧縮などの課題も生まれ、当社は、今後同事業を発展するためには、こうした課題を解決するこ

とが必要と認識しておりました。 

日本リレントは、平成25年４月１日付で株式会社リレントエステート（旧日本リレント化粧品株式

会社）から新設分割により設立され、同社から化粧品事業を継承した会社であります。創業後、45年

間で培った技術と経験、研究開発の実績を有する化粧品の製造・販売メーカーであり、主にスキンケ

ア商品とメイクアップ商品を、訪問販売を中心に提供し、中高年層に安定したファン顧客を有してお

ります。商材となる化粧品は、独自の秤量システムを導入した国内の自社工場で製造しており、安全

で高品質な商品に定評があります。近年では、自社の持つ製造技術を活かしたＯＥＭ事業も行ってお

り、品種・数量・納期など、委託者のニーズに応え得る生産ラインを有しております。 

また、業務委託先を通じた800名程の販売員による訪問販売という独自の販売網を持っており、同

社の取り扱う化粧品と当社製品とは、価格帯やコンセプトに違いがあるため、当社製品を日本リレン

トの既存の販売網を通じて販売することで、シナジーが実現できるものと判断いたしました。 

そのような状況の中、当社は、健康コーポレーション株式会社との資本業務提携契約に基づく業務

提携を機に、健康コーポレーション株式会社の完全子会社である日本リレントの有する工場を10月上

旬に視察し、日本リレントの化粧品製造のための人材及びインフラを取り込むことで、化粧品開発者

の確保と、現在当社がイタリアにおいて製造しているオーガニック化粧品の生産工程の一部を日本国

内に移管することにより、生産リードタイムを短縮し、在庫及びコストの削減、財務負担の軽減等の

シナジーが実現できるものと判断いたしました。 

他方、日本リレントにおいても、当社と合併することで上場企業となることにより、上場企業とし

ての高い信用を背景に、今まで以上の販売活動の拡大が見込め、その点でも本合併によるシナジーが

実現できるものと判断しております。 

以上のような経緯から、当社は、日本リレントとの合併を行うことといたしました。 

(4) 合併の日程 

合併決議取締役会     平成25年11月14日 

合併契約締結日      平成25年11月14日 

実施予定日（効力発生日） 平成26年２月１日 

(5) 企業結合の法的形式 

当社を存続会社とする吸収合併方式で、日本リレントは解散いたします。 

(6) 合併に伴う新株予約権及び新株予約件付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 
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２．合併比率、算定方法、交付株式数 

(1) 合併比率 

(2) 算定方法 

合併当事会社株主にとっての公正性および妥当性を確保する観点から、両社の財務状況、資産状

況、将来の業績見通しや第三者機関による合併比率の算定結果も参考として、慎重に協議を重ねた結

果、最終的に決定したものであります。 

(3) 交付株式数 

普通株式  489,000株 

  

会社名 当社 日本リレント

合併比率 1 2,445
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